
「急性期病院でのリハビリテーション指示書の書き方」研修会  

今回の研修会は、急性期の病院で勤務されている臓器別専門医の先生方も含め、急性期リハビリテーション 
指示の適切な出し方を修得をされたい方のために企画された研修会です。 
患者の活動性を劇的によくするためには急性期からのリハビリテーション診療が必須です。  
よいアウトカムを持って患者が退院してゆくことが、病院の経営にも大きく貢献します。 
講師には、急性期リハビリテーション診療に精通し斯界を代表する先生方にお願いし、体系的かつ具体的な 
指示書の書き方が学べる内容にしています。 
本研修会の趣旨にご理解を頂き、多数の医師の方々のご参加をお願い申し上げます。 

１．内  容：急性期病院でのリハビリテーション指示書に関する書き方の実際  
２．日  程：2019年11月3日 (日)  10：00（9：30受付開始）～17：00（予定） 
３．場  所：ステーションコンファレンス東京 サピアタワー 5Ｆ 501ホール 
        〒 100-0005  東京都千代田区丸の内1-7-12  
４．参 加 費：1万8千円（テキスト代、昼食代を含む） 

◆開催概要◆ 

主   催：一般社団法人 日本リハビリテーション医学教育推進機構 
      一般社団法人 日本急性期リハビリテーション医学会  
      公益社団法人 日本リハビリテーション医学会  

 １０：００～１０：１０ 「開講挨拶」 
              久保 俊一  日本リハビリテーション医学教育推進機構 理事長 

                       （日本リハビリテーション医学会 理事長） 
 
   １０：１０～１１：１０ 「急性期リハビリテーション医学・医療の現状と課題」 
                芳賀 信彦  東京大学大学院 リハビリテーション医学 教授 
 
   １１：１０～１２：１０ 「急性期病院での脳血管障害に対するリハビリテーション指示書の書き方」 
                佐々木 信幸 東京慈恵会医科大学 リハビリテーション医学講座 准教授 
 
 １２：１０～１３：１０  昼休憩・昼食 
 
   １３：１０～１４：１０ 「急性期病院での運動器疾患に対するリハビリテーション指示書の書き方」 
                緒方 直史  帝京大学 リハビリテーション科 教授 
 
 １４：１０～１５：１０   「急性期病院での内部障害（循環器・呼吸器など）に対する 
                                          リハビリテーション指示書の書き方」 
                瀬田 拓   国際医療福祉大学病院 リハビリテーション科 教授 
 
 １５：１０～１５：３０  休憩 
 
   １５：３０～１６：３０ 「急性期病院でのリハビリテーション指示書の重要性〔総括〕」 
                中村 健   横浜市立大学 リハビリテーション科学 教授 
 
 １６：３０～１６：５０ 「まとめ・理解度テスト」 
                田島 文博  和歌山県立医科大学 リハビリテーション医学講座 教授 
                       （日本急性期リハビリテーション医学会 理事長） 
  
 １６：５０～１７：００  受講証配布、アンケート回収 
  
 １７：００       「閉会挨拶」 
  
 ＊上記時間帯には各演題ごとの質疑応答の時間が含まれています。 
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◆参加申込に関して◆ 

〇個人での参加受付について 
日本リハビリテーション医学教育推進機構の 
HP（http://jrmec.or.jp/）に掲載された 
研修会のご案内から申込お願い致します。 

お申込みから決済までの流れ 

ユーザー登録 
 
マイページ開設 

マイページにて 
研修会参加 
申込 

決済 参加登録終了 

・ご自身のお名前連絡先等 
 ご登録頂き、ID、PWを 
 発行させて頂きます。 

・発行されたID、PWにて 
 マイページにログイン 
 研修会申込頂きます。 

・カード支払、コンビニ支払 
 2種から決済方法を選択頂き 
 お支払頂きます。 

・決済完了後、参加登録終了 
 確認メールが、登録された 
 アドレスに届きます。 

研修会に関するお問い合わせ先 
 研修会運営事務局 〒106-0032 東京都港区六本木6-15-21 
 （株式会社レイ内）メールアドレス：rehabili-kikou@jrmec.or.jp 
 TEL: 03-5413-3130（月～金、祝日を除く10時～17時） 

上記機構HPより団体専用申込書をダウンロード頂き、必要事項をご記入後 
運営事務局へ申込書をメールにてご送付お願いいたします。 

＊会場へのアクセス（ステーションコンファレンス東京 サピアタワー 5Ｆ 501ホール） 
 ・JR東京駅日本橋口直結 
  新幹線日本橋口改札徒歩1分、八重洲北口改札徒歩2分 
 ・東京メトロ東西線大手町駅B7出口直結 

〇団体での参加受付について 

お申込みから決済までの流れ 

団体申込書送付 事務局にて確認 
ご請求書発行 

入金確認 
参加登録 参加登録終了 

・参加者のお名前連絡先等 
 必須事項をご記入頂き 
 事務局に送付ください。 

・申込内容確認後、指定 
 送付先へご請求書を 
 発行送付いたします。 

・ご入金を確認後、参加者 
 の登録を事務局にて行い 
 ます。 

・当日のご案内等を 
 参加登録者個人あてに 
 メールにてご連絡いたします。 

＊申込締め切り日 
 2019年10月25日（金）ただし定員に達し次第、申込を締め切ります。 
 ※10月25日以降のキャンセルによる返金は応じられません。 
 
＊日本リハビリテーション医学会認定単位 
 認定臨床医：２０単位 
 リハビリテーション科専門医：４単位 
   すべての講演を受講して修了試験を受けた方に単位を付与します。 
 
＊本研修会は医師向けの研修会ですが、医療関連専門職の方も受講することは可能です。 
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